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問
多
様
な
る
国
や
文
化
の
背
景
を

持
つ
市
民
の
方
々
と
、
暮
ら
し
の
諸

課
題
を
洗
い
出
し
て
、
意
見
交
換
を

行
う
「
広
島
市
多
文
化
共
生
市
民
会

議
」
の
開
催
頻
度
を
増
や
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

問
異
国
の
地
か
ら
広
島
県
・
市
へ
就

労
で
訪
れ
た
外
国
人
技
能
実
習
生
へ

の
「
生
活
情
報
の
提
供
や
支
援
」
に

つ
い
て
は
、
近
隣
市
町
や
広
域
連
携

を
結
ぶ
市
町
と
も
問
題
意
識
を
共
有

し
、
共
に
解
決
策
を
検
討
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
公
費
助
成
制
度
導
入
は
自
治
体

独
自
の
判
断
で
行
う
の
で
は
な
く
、

国
に
お
い
て
十
分
検
討
し
た
上
で

実
施
す
べ
き
で
あ
る
。
現
在
、
厚

生
科
学
審
議
会
に
お
い
て
、
定
期

接
種
化
に
関
す
る
議
論
が
な
さ
れ

て
お
り
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、

症
状
や
治
療
等
に

関
す
る
情
報
の
発

信
に
つ
い
て
は
、

今
後
検
討
す
る
。

答
本
市
の
外
国
人
市
民
数
が
増
加

し
て
い
る
中
、
こ
の
会
議
を
活
用

し
て
、
外
国
人
市
民
当
事
者
か
ら

意
見
を
伺
い
、
問
題
意
識
な
ど
を

確
認
し
な
が
ら
、
多
文
化
共
生
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
指
針
に
掲
げ
る

取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

現
在
、
こ
の
会
議
は
、
年
２
回

の
開
催
だ
が
、
ウ
ェ
ブ
会
議
も
活

用
し
な
が
ら
、
可

能
な
限
り
意
見
を

聴
取
す
る
機
会
を

増
や
し
て
い
き
た

い
。

答
本
市
の
外
国
人
相
談
窓
口
は
、

府
中
町
、
海
田
町
、
熊
野
町
お
よ

び
坂
町
と
共
同
運
営
し
て
お
り
、

定
期
的
に
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
場
を
活
用
し
、
技
能
実

習
生
へ
の
情
報
提
供
や
支
援
の
方

策
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
他
の
広

域
都
市
圏
の
市
町

と
も
共
同
し
て
実

施
で
き
る
取
り
組

み
を
検
討
し
た
い
。

多
文
化
共
生
の
推
進
へ

技
能
実
習
生
を
広
域
で
守
る

問
新
庄
橋
以
北
の
古
市
広
島
線
か

ら
南
下
し
て
く
る
交
通
量
も
多
い
こ

と
か
ら
、
太
田
川
放
水
路
右
岸
側
堤

防
道
路
の
三
滝
橋
・
新
己
斐
橋
間
に

歩
道
を
整
備
し
て
は
ど
う
か
。ま
た
、

新
己
斐
橋
西
詰
交
差
点
に
右
折
車
線

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

問
交
通
結
節
点
で
あ
る
毘
沙
門
台

駅
か
ら
毘
沙
門
台
中
バ
ス
停
ま
で
の

連
絡
通
路
は
、
高
低
差
が
約
20
㍍
あ

り
、
階
段
も
多
い
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
も
し
く
は
、
一
部
だ
け
で
も
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
な
ど
の
整
備
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

問
「
広
島
市
精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
」
で
も
新
た
な
ケ
ア
の
手
法

「
オ※
２

ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」
を
取

り
入
れ
、
相
談
支
援
の
体
制
充
実
・

強
化
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
質

向
上
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
考
え
る

が
、
ど
う
か
。

答
堤
防
道
路
の
歩
道
整
備
に
つ
い

て
は
、
河
川
内
の
高
水
敷
を
遊
歩

道
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
や
堤
防

下
道
路
に
連
続
性
を
持
た
せ
る
よ

う
な
改
良
が
で
き
な
い
か
な
ど
、

河
川
管
理
者
等
と
協
議
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
右

折
車
線
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
県

警
と
も
協
議
の
上
、
現
況
の
道
路

内
に
右
折
車
線
を

設
置
す
る
交
差
点

改
良
案
を
検
討
し

て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

答
本
市
で
は
、
令
和
３
年
度
末
に

広
島
市
総
合
交
通
戦
略
や
地
域

公
共
交
通
計
画
を
改
定
し
、
交

通
結
節
点
の
乗
り
換
え
環
境
の

向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
に
し
た
。
当
該
連
絡
通
路
利

用
者
の
負
担
を
軽

減
で
き
る
よ
う
、

昇
降
施
設
の
設
置

に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

答
こ
の
手
法
は
、
対
話
に
よ
る
ケ

ア
を
主
眼
に
置
い
た
比
較
的
新
し

い
精
神
療
法
の
一
つ
と
聞
い
て
い

る
。
本
市
と
し
て
は
、
再
発
を
繰

り
返
し
が
ち
な
精
神
疾
患
の
改
善

な
ど
を
図
る
観
点
か
ら
、
こ
の
手

法
が
福
祉
の
現
場
で
ど
の
よ
う
に

活
用
で
き
る
の
か
、
国
等
に
よ
る

調
査
研
究
の
成
果
な
ど
も
踏
ま
え

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

帯※
１状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
費
用
助
成

太
田
川
堤
防
道
路
を
よ
り
安
全
に

交
通
結
節
点
の
環
境
整
備

障
害
児
・
者
へ
の
医
療
支
援

問
広
島
市
と
し
て
、
国
連
と
連
帯

し
、
世
界
の
平※
３
和
首
長
会
議
の
加
盟

都
市
に
対
し
て
、「
国
連
憲
章
に
基

づ
く
平
和
秩
序
の
回
復
」
の
一
点
で

団
結
し
よ
う
と
呼
び
掛
け
る
べ
き
だ

が
、
ど
う
考
え
る
か
。

問
エ
ー
ル
エ
ー
ル
Ａ
館
が
中
央
図

書
館
等
の
移
転
候
補
地
と
な
る
こ
と

に
伴
う
広
島
駅
南
口
開
発
株
式
会
社

の
新
た
な
収
支
計
画
が
示
さ
れ
て
い

な
い
が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
同
社
の
経
営
は
安
定
し
て
い

る
の
か
。

問
燃
料
、
材
料
、
資
材
、
食
品
の
値

上
が
り
が
続
き
、
市
内
中
小
事
業
者

は
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
事
業

継
続
の
た
め
、
直
接
の
支
援
策
を
講

じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

問
国
の
学
級
閉
鎖
基
準
に
、「
同
一

学
級
に
複
数
の
児
童
生
徒
の
コ
ロ
ナ

感
染
が
判
明
し
た
場
合
」
が
あ
る
。

本
市
は
、「
複
数
」
を
「
２
人
以
上
」

と
解
釈
し
て
い
る
が
、
修
学
旅
行
の

中
止
を
極
力
回
避
す
る
た
め
に
も
、

基
準
を
緩
和
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
平
和
首
長
会
議
は
、
市
民
社
会

の
立
場
か
ら
、
平
和
的
な
解
決
に

向
け
た
賢
明
な
外
交
努
力
を
国
連

加
盟
国
や
国
連
事
務
総
長
等
に
求

め
る
と
と
も
に
、
加
盟
都
市
間
で

連
帯
し
て
い
く
こ
と
を
表
明
し
て
い

る
。
広
島
市
長
が
会
長
を
務
め
る

平
和
首
長
会
議
と
し
て
は
、
引
き

続
き
市
民
社
会
が
ヒロ
シ
マ
の
心
を

理
解
し
平
和
へ
の
思
い
が
国
際
的

な
規
模
で
広
が
る
よ

う
、
各
国
政
府
関
係

者
や
国
連
等
へ
働
き

掛
け
て
い
き
た
い
。

答
現
在
、
同
社
内
に
お
い
て
、
収

支
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
検
討
段

階
で
あ
り
、
本
市
は
詳
細
を
承
知

し
て
い
な
い
。
今
後
、
令
和
４
年

２
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
付
帯

決
議
を
踏
ま
え
、
現
地
建
て
替
え

等
と
比
較
検
討
す
る
資
料
の
一
つ

と
し
て
示
す
予
定
で
あ
る
。
エ
ー

ル
エ
ー
ル
Ａ
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
伴
い
手
持
資
金
が
減
少
す
る
見

込
み
だ
が
、
収
益
向
上
に
つ
な
が

る
投
資
で
あ
り
、
令
和
７
年
度
以

降
の
経
営
は
安
定
す
る
と
同
社
か

ら
聞
い
て
い
る
。

答
本
市
で
は
、
従
来
か
ら
中
小
事

業
者
へ
の
事
業
継
続
に
関
す
る
支

援
と
し
て
、
金
融
支
援
や
経
営
支

援
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
の
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
対
応
分
を
活
用
し
た
新

た
な
支
援
策
に
つ
い
て
も
現
在
検

討
中
で
あ
り
、
地
元
経
済
団
体
や

金
融
機
関
等
へ
の
聞

き
取
り
お
よ
び
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

答「
複
数
」と
は
、「
２
以
上
」の
こ

と
で
あ
り
、
本
市
と
し
て
は
、
安

全
確
保
の
た
め
、
２
人
以
上
の
感

染
が
判
明
し
た
場
合
な
ど
に
、
学

級
閉
鎖
の
措
置
を
と
る
こ
と
と
し

て
い
る
。学
級
閉
鎖
を
行
っ
た
後
、

在
宅
期
間
中
に
陽
性
が
判
明
し
、

結
果
的
に
ク
ラ
ス
タ
ー
と
な
っ
た

事
例
も
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
の

基
準
緩
和
は
考
え
て
い
な
い
。

ロ
シ
ア
は
侵
略
や
め
よ

図
書
館
、
エ
ー
ル
エ
ー
ル
は
不
適

物
価
高
騰
対
策
を

子
ど
も
に
修
学
旅
行
を

発
言
項
目

◎
発
言
順
に
掲
載
。
太
字
は
下
で
紹
介

し
て
い
る
質
問
を
含
み
ま
す
。

●
西
佐
古
晋
平

（
自
民
党
・
市
民
ク
ラ
ブ
・
安
芸
区
）

・
災
害
復
旧
、
防
災
・
減
災
の
取
組

・
公
立
幼
稚
園
の
あ
り
方

・
障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

・
安
芸
市
民
病
院
の
建
替
え

・
職
員
の
働
き
方
改
革

●
石
橋
竜
史

（
自
民
党
・
保
守
ク
ラ
ブ
・
安
佐
南
区
）

・
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

・
外
国
人
技
能
実
習
生

・
核
兵
器
廃
絶
へ
向
け
た
本
市
の
取
組

●
川
本
和
弘

（
公
明
党
・
安
佐
南
区
）

・
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
の
広
島
開
催
と
平
和

の
取
組

・
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
費
用
助

成
・
ア
ス
ト
ラ
ム
ラ
イ
ン
毘
沙
門
台
駅

・
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り

●
山
本
昌
宏

（
市
民
連
合
・
西
区
）

・
黒
い
雨

・
被
爆
地
広
島
で
の
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
の

開
催

・
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

・
市
民
の
健
康
づ
く
り

・
広
島
市
の
若
者
支
援

●
近
松
里
子

（
日
本
共
産
党
・
中
区
）

・
核
兵
器
廃
絶

・
物
価
高
騰
か
ら
く
ら
し
を
守
る
た
め

に
・
中
央
図
書
館
等

・
高
速
５
号
線
ト
ン
ネ
ル
工
事 議会中継＞本会議録画配信
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問
帯
状
疱
疹
の
発
症
を
抑
え
る
ワ

ク
チ
ン
接
種
費
用
に
対
し
て
、
公
費

助
成
制
度
の
導
入
が
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
帯
状
疱
疹
に
関
す
る
基
礎
的

な
情
報
と
し
て
、
症
状
や
治
療
、
予

防
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
広
く
市
民

に
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が

ど
う
か
。

ひろしま都市犬
はっしー

答
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図

る
た
め
に
は
、
多
く
の
障
害
者
に
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
仲
間
と
交
流

す
る
こ
と
の
楽
し
さ
や
喜
び
を
感

じ
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

本
市
で
は
、
そ
の
た
め
の
き
っ
か
け

づ
く
り
や
活
動
場
所
の
提
供
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
例
え
ば
、広

島
市
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、
車
い
す
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
体

験
会
の
開
催
、フ
ィッ
ト
ネ
ス
体
操

な
ど
の
実
技
指
導
、
ス
ポ
ー
ツ
指

導
員
が
各
地
域
に
出
向
い
て
行
う

体
験
学
習
会
の
開
催
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

問
本
市
は
現
在
、
広
島
市
東
部
の
拠

点
病
院
で
あ
る
安
芸
市
民
病
院
の
建

替
え
を
進
め
て
い
る
が
、
建
替
え
後

は
、ど
の
よ
う
な
病
院
に
な
る
の
か
。

ま
た
、
子
ど
も
が
受
診
し
や
す
い
配

慮
と
し
て
、
何
か
考
え
て
い
る
こ
と

は
あ
る
か
。

答
開
院
後
は
、
現
状
の
医
療
機
能

を
維
持
し
つ
つ
、
在
宅
や
施
設
療

養
中
に
容
態
が
急
変
し
た
患
者
を

受
け
入
れ
る
機
能
な
ど
、
在
宅
医

療
を
支
え
る
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
機
能

の
充
実
を
図
る
こ
と
に
し
て
い

る
。
ま
た
、
小
児
科
と
他
の
診
療

科
の
待
合
ス
ペ
ー
ス
を
明
確
に
区

分
す
る
と
と
も
に
、
プ
レ
イ
コ
ー

ナ
ー
な
ど
を
配
置
す
る
よ
う
計
画

し
て
い
る
。

安
芸
市
民
病
院
の
建
替
え

問
「
こ
れ
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
た

い
」、「
も
っ
と
本
格
的
に
ス
ポ
ー
ツ

に
取
り
組
み
た
い
」
な
ど
と
思
わ
れ

て
い
る
障
が
い
者
の
方
に
対
し
て
、

市
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
か
。




